
いっぽでは，地域からの依頼によって様々な

お手伝いもしています。６月１５日は，水梨文

化館の清掃に，生活介護の皆さんが参加しまし

た。指示に従って黙々と清掃に取り組む姿に，

地域の方から感謝の言葉が寄せられました。地道な活動が障

害のある人への理解につながりますし，周りからほめられる

体験もすることができます。また，いっぽは地域の役に立っ

ているという評判にもつながります。皆さん頑張りましたね。

お疲れさまでした。依頼があれば出かける用意はあります。

いっぽでは，保護者間の連携と親睦

情報提供と交流の場として，「ママかふぇ｣を定期的に開催し

ています。６月１２日(水)は気仙沼市教育サポートセンター

の遠藤弥生氏と宮城県発達支援コーディネーターの佐藤牧子

氏をお迎えして,「特性をもつ子どもとの関わり方 ～上手な

ほめ方しかり方～」という題でお話をいただき，みんなで話

し合いが行われました。参加した方々からたくさんの意見が

出され，活発な話し合いとなりました。特性があってもなく

ても，「お母さんはあなたを認めているよ」「子どもの時の経験が生き続ける」という遠藤さんの言葉が印象

的でした。せっかくレベルの高い話がなされているので，多くの方に参加してほしいと切実に思いました。

２０２４年６月１８日（火）発行
988-0169 気仙沼市物倉山６ 旧水梨小

TEL0226-37-4585 FAX37-4925

いっぽ通信 №９０

多機能型事業所いっぽ

メール mizunashicaffe_ippo@ab.auone-net.jp ホームページ http://www.mizunashi-ippo.com/

６月２３日(日)10:00～13:00

忍者遊び教室,水梨さんぽ,ばっぱのはっと汁,
読み聞かせ,野花でしおり作り,お城のトランポリン等

バラエティに富んだ内容です。参加費無料。上靴と

飲み物は持参。お気軽にご参加ください。

気仙沼支援学

校の運動会に

応援旗を持参

して応援に行

ってきました。

支援学校の皆

さんも一生懸命演技をしていましたが，応援する方も

一生懸命で，それぞれが満足していたようです。

生活介護では月１回のペースで

調理体験に取り組んでいます。慣

れた手つきで美味しくできました。

今年も地域の方々の協

力を得て,さつまいもの

苗を植えました。

収穫したら，焼きいも

大会等で活用する予定です。豊作を祈っています。

キッズかふぇに参加して

いるお母さんから絵本の寄

贈をいただきました。お名

前を名乗らず,１０冊以上の

絵本を届けていただきました。人気シリーズの絵本

ばかりだったので子どもたちは大喜びでした｡活用中

放デイの利用者を中心に，今年

も夏休みの企画を考え始めまし

た。リクエストによって，子ど

もたちが好きな活動に取り組ませるものです。プール，

スイカ割り,おばけやしき,花火などの定番やカレーラ

イス,ヤクルトの早飲みなどの意見が出ました。これ

から調整していく予定です。お楽しみに！


